
報道機関配付資料 安城市 

件名 西三河５市で共同導入した給排水工事の電子申

請の取組が水道イノベーション賞で特別賞を受賞  

令和８年１０月２２日 

西三河５市（豊田市、岡崎市、安城市、西尾市、知立市）で

ＤＸの広域連携として行った「給排水工事オンライン申請シス

テムの共同導入」の取組が、公益社団法人日本水道協会「水道

イノベーション賞」（※）で特別賞を受賞しました。

（※）「水道イノベーション賞」

現在の水道界が抱えている、老朽施設の耐震化を含めた更新・再構築、巨

大地震等の自然災害の備え、技術の継承、人口減少社会到来への対応など

多くの課題に対し、様々な工夫を持って克服に取り組む事例を紹介するこ

とにより、日本の水道界が新たな取組に着手する気運を高めることを目的

として、日本水道協会が実施しているもの。（令和８年度応募数：１１） 

記 

１ 受賞取組名 

給排水工事オンライン申請システム（※）の共同導入 

～西三河５市によるデジタル広域連携～ 

（※）指定工事事業者等が行う給排水工事に関する申請がインタ

ーネット上でできるシステム（運用開始：令和７年４月１日）。

詳細は２ページ目参照 

２ 受賞理由 

日本水道協会発表の選考結果（３ページ目）参照 

問合せ 安城市役所上下水道部水道工務課給水係 

電話（直通）０５６６－７１－２２５０ 





 

 

令和８年度水道イノベーション賞  受賞理由 

 

大賞 福岡地区水道企業団 

 

日本初！浸透圧発電の実用化 

 

 海水淡水化の過程で生じる「濃縮海水」と下水処理場から排出される「下水処

理水」、二つの水の塩分濃度差により生じる浸透圧を利用し、水車を回して発電

を行う「浸透圧発電」の実用化を図った取組である。 

 海水淡水化には大きな電力負荷が生じるため、省エネや脱炭素化が重要な課

題となっており、また、生産過程で生じる高塩分濃度の「濃縮海水」についても、

有効な活用方法が見出せない状況にあった。 

 浸透圧発電の実用化により、濃縮海水と下水処理水の未利用資源に新たな付

加価値を創出した国内初の取組であり、脱炭素社会の実現に資するほか、技術展

開も期待できる先進的な取組であり、大いに評価できる。 

 

 

特別賞 豊田市上下水道局、岡崎市上下水道局、安城市上下水道部、西尾市上下

水道部、知立市上下水道部 

     

   給排水工事オンライン申請システムの共同導入 

   ～西三河５市によるデジタル広域連携～ 

  

西三河５市で給排水工事のオンライン申請システムを共同導入した取組であ

る。 

これまで給排水工事申請は紙ベースで審査業務を行っており、業務効率化、

スペース最適化、DX コスト抑制などの課題を抱えていた。豊田市、岡崎市、

安城市、西尾市、知立市はこれらの課題を解決するため給水装置工事と排水設備

工事に関する電子申請システムの共同導入を行った。 

電子申請によって自治体が行う審査事務の効率化や申請者の利便性向上につ

なげるとともに、コストの縮減を図った取組であり、複数の事業体での共同導入

は他都市の模範ともなるため、大いに評価できる。 

別紙 １ 


	別紙１　令和８年度水道イノベーション賞受賞理由（審査後）

